
 財務諸表に対する注記 

  (3)消費税等の会計処理

1.重要な会計方針

  (1)固定資産の減価償却の方法

     有形固定資産　法人税法の規定による定率法、ただし、建物及び建物付属設備は定額法に

法人名：公益財団法人　高岡市体育協会　　　　　　

事業名：事業全体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　　よっている。

  (2)リース取引の処理方法

     リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

     については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（単位：円）

科目

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

     消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

     該当なし

        合　　計        

　　スポーツ少年団積立資産

　　土地

　　定期預金

　　スポーツ少年団積立資産

　　土地

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産 0 0

140,000,000 0 0 140,000,000

特定資産 0 0

　　定期預金

2,528,393 271,827 0 2,800,220

　　体育振興会積立資産 821,036 0 0 821,036

6,651,000 0 0 6,651,000

　　建物 21,263,790 0 2,433,170 18,830,620

        合　　計        171,264,219 271,827 2,433,170 169,102,876

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 当期末残高 （うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に

産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

基本財産

140,000,000 (0) (140,000,000) (0)

特定資産

2,800,220 (2,800,220) (0) (0)

　　体育振興会積立資産 821,036 (821,036) (0) (0)

6,651,000 (6,651,000) (0) (0)

　　建物 18,830,620 (18,830,620) (0) (0)

169,102,876 (29,102,876) (140,000,000) (0)

4.担保に供している資産

5.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 52,895,000 34,064,380 18,830,620

建物附属設備 986,200 751,700 234,500

什器備品 15,033,603 10,528,674 4,504,929

無形固定資産 1,239,000 1,239,000 0

        合　　計        70,153,803 46,583,754 23,570,049



6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金等 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上

0

の名称 の記載区分

高岡市体育協会補助 高岡市 0 69,578,234 69,578,234

県体郡市予選会補助 富山県体育協会 0 203,000 203,000 0

0 50,000 50,000 0エンジョイスポーツサポート 富山県体育協会

スポーツ少年団活性化事業 富山県体育協会 0 100,000 100,000 0

0 200,000 200,000 0みんなｄｅ節電チャレンジ 北陸電力

       合　　計       0 70,131,234 70,131,234 0

7.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

  指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内容 金額

                    合　　計                    2,961,376

経常収益への振替額

　　減価償却費計上による振替額 2,433,170

　　目的たる支出よる振替額 528,206


